
解 答
Ⅰ 問１ ウ

問２ イ

問３ エ

問４ ア

問５ ア，エ

問６ 北斗七星

問７ ウ

問８ ウ

Ⅱ 問１ キ

問２ イ，カ

問３ ア，イ，カ

問４ ① ウ ② イ ③ ア

問５ Ａ イ Ｂ エ Ｃ ウ Ｄ エ Ｅ ア

問６ Ａ

問７ 岩の上で日光浴をしていた。

Ⅲ 問１ Ａ ８ Ｂ 10

問２ 105

問３ バネの長さ 14 おもり 240

問４ 位置 9.5 おもり 190

問５ ア，エ

問６ 18

問７ 位置 12 バネの長さ 18

Ⅳ 問１ ① 木炭 ② 灰 ③ 水 ④ 気化

問２ Ａ ア，ケ Ｂ イ，コ Ｃ キ

問３ エ

問４ ① カ ② オ ③ ア ④ ウ ⑤ キ ⑥ キ

問５ ① ア，イ，エ ② ウ

解 説
Ⅰ 問１・２ 図２・３より，３月12日のすい星（Ａ）は地球からみて太陽とほぼ同じ位置で少し東側にずれているの

で，日の入り直後に西の空に見えます。

問３ すい星が見え始めるのは太陽がしずんだ直後，つまり地平線の下から太陽に照らされているので，尾はその
て

反対の上空に向かってのびます。

問５ ア 図３より，22日（Ｂ）は12日（Ａ）より北 極 よりにあるので正しいです。
ほつきょく

イ 図３より，すい星の位置がＡかＢかによって，太陽のある方向が反対になるので，尾の向きは違います。
ちが

ウ 図３より，ＡもＢは北極側にあるので，南極からは見えません。

エ 唄の文より，すい星は太陽に近づくと光って見えるとあるので，太陽より遠い22日（Ｂ）の方が暗く見

えます。

Ⅲ 問３ バネＡとＢの自然長はＢの方が２㎝長く，また30ｇでＡは1.5㎝（(11－９)× ），Ｂは１㎝のびるので，
30
40２0.5㎝差が縮みます。よって，120ｇ（30× ）の力がそれぞれにかかれば，バネは同じ長さになります。

ちぢ

0.5
問４ バネの長さは13㎝なので，Ａにかかる力は100ｇ（40× ），Ｂは90ｇ（30× ）とわかります。こ

13－８
２

13－10
１

れより，おもりは190ｇ（90＋100）です。Ａ・Ｂからおもりまでの距離は９：10になるので，おもりの位置は
きょ り

Ａから9.5㎝（20× ＝9.47…）となります。
９

９＋10
問５ 上の棒の支点の位置は，下の棒のおもりの位置と等しくなります。

ぼう

問６・７ 棒の重さは240ｇ（40× ）なので，棒の重さはＡ・Ｂそれぞれに120ｇずつかかり，Ａ・Ｂともに
20－８
２

14㎝になります。１㎝のびるのに必要な力は，Ａは20ｇ，Ｂは30ｇなので，Ａ：Ｂ＝２：３の重さをかければ

バネの長さはつねに等しくなります。これより，おもり200ｇのうち，Ａに80ｇ，Ｂに120ｇの力がかかってい

るとわかります。よって，Ａの長さは18㎝（14＋２× ）です。おもりまでの距離は３：２となり，おもりを
80
40

つるした位置はＡから12㎝となります。
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